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パインアップルしんぐされ病菌の

侵入と発病に関する研究

田盛正雄

（琉球大学農学科）

MasaoTamori：InfectionTestsofHeartRotofPineapplePlants

Ｉはじめに

パインアップルしんぐされ病の病徴については、多く

の研究者が報告している．’~のこれらの報告によると，

この病気は，パインアップルのしん部の幼い葉の基部と

茎の若い部分，幼い果実，根などに発病する.１０その共

通点は，いずれも若くて柔らかい組織に発病すること

である．今回は，この病気の，このような特徴が，病原

と宿主間のいかなる関係から生じているかを裏付けるた

めに行なった実験の１部，すなわち，パインアップル葉

上におけるこの病原菌の遊走子の発芽，侵入，発病部位

に関する実験と，発病と温度に関する実験の結果を報告

する．

］ｉ実験材料および方法

石垣市字伊原間で採集した菌を，Ｖ－８ｊｕｉｃｅａｇａｒ

（Ｖ－８ｊｕｉｃｅｌＯＯｍＬＣａＣｏ３２ｇ,agarl5g，水９００

鍼）の入ったシャーレーで10日間培養し，殺菌水を入

れて７日間おいて遊走子のうを形成させて使用した．遊

走子浮遊液は，発芽後できるだけ早く使用するために，

10.Ｃで20分間処理し(その間は発芽なし)，２４°Ｃで10分

間発芽させた．パインアップルの葉は，５％のC1orox

で５分間消毒し，殺菌水で水洗して自然乾燥後使用し

た．実験法の細かい点は次に項目別にあげるとおりであ

る．

２．葉[=おける菌の侵入部位と発病

供試葉は，しん部の第１葉から第10葉までを分離して

用いた．葉は基部から先の方へ白色，淡黄色，黄緑色，

緑色と色が変化しているが，侵入には白色部と他の着色

部の間に大きな差があるので，接種の基点を白色部と淡

黄色部の境におき，そこを０とし，Ｍ'間隔で基部の万

へ－１，－．２，とし，先の方へ”単位で１，２，４，

７，１２，１８，２２をとって各点に遊走子浮遊液を１滴ずつ

接種した．接種後24°Ｃで７日間発病させた．供試薬は

各スポット５枚ずつ用いた．

３．葉の着生位置による発病の差

頂葉から第29葉までを分離し，白色部（基部からＭＩＩ

の点）に遊走子浮遊液を１滴ずつ滴下し，２４°Ｃで７日

間発病させた．各々５枚使用した．

４．温度が発病におよぼす影響

第５から10枚目の葉の白色部に，遊走子浮遊液を１滴

ずつ滴下し，８，１２，１６，２０，２４，２８，３２，３６°Ｃの恒

温器に入れて７日後に発病をしらべた．各温度に10枚の

葉を用いた．

Ⅲ実験結果

１．葉上における遊走子の発芽

1．葉上における遊走子の発芽
第１表にみるように，遊走子は，パインアップル葉上

において30分後にわずかに発芽し，１時間後にやや多く

.なり，２時間後には大部分が発芽する．緑色部よりも白

色部における発芽がややよいが，大差はないしかし，

･発芽後の形や発芽管の伸長ではいちじるしい差異があ

る．すなわち，緑色部では発芽管の長さが２時間後に平

遊走子浮遊液を供試葉の白色部と緑色部にスポイト

で１滴ずつおいて24°Ｃで０．５，１，２，３，４時間それ

ぞれ発芽させ，表皮をはぎとってFuchsinのうすい液

(0.3％）で染色して観察した．発芽管が３弾以上伸び

たものを発芽したものとみなした．
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が発芽直後にふくれて附着器を形成し，葉組織内への侵

入も観察されないのに対し，白色部においては発芽管は

一般に細長く伸長し，それらは葉組織内へそのまま侵入

するものと，侵入時点でややふくらみ，いわゆる附着器

を形成して侵入するものとが観察された．

均8.9ハ３時間後8.9約４時間後9.1脾と時間がたっ

てもほとんど伸長がみられないのに対し，白色部では２

時間後１６．５/u，３時間後36.4ル４時間後53.2粋と急速

に伸長している．発芽管の伸長鑓囲をみても，緑色部で

は長い発芽管はまれにみられるのに対し，白色部では長

い発芽管は数多く観察された．緑色部においては大部分

第１表葉上における遊走子の発芽
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※白＝葉の基部の白色の部分

緑＝葉の上部の緑色の部分

黄緑色部と緑色部においてはほとんど発病しない（第２
２．葉における菌の侵入部位と発病

表）．他に緑色部にピンで傷をつけて接種して24°Ｃと

この病気は，パインアップル葉の白色部では１００％発２８°Ｃに別々に７日間おいた実験では，いずれも５０％の

病し，その発病程度も激しい．白色部と淡黄色部の境で発病がみとめられた．その病斑は表皮はおかされずに内

は86％の発病率があり，発病程度はやや劣る．しかし，部組織がおかされていた．

第２表葉における菌の侵入部位と発病
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※※数字は発病葉数，＋は発病程度少，＋＋は中，＋＋＋は激，-は発病しなかった．

ら18葉までは発病率がやや低く，病斑も小さくてあまり
３．葉の着生位置による発病の差

広がらない．第19葉以下の老葉ではほとんど発病しない

この菌は，白色部に接種すると，第１葉から第15葉ま（第３表）．ただし第16葉以下は接種点が淡黄色に着色

では100％発病し，発病程度もいちじるしい．第16葉かしているようであった．

第３表葉の着生位置による発病の差異
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付近に限られる．２０°Ｃ，３２°Ｃにおいても病はんの広が

りは遅い．２４°Ｃから28°Ｃまでは，発病率は100％で，

病はんの広がる速度も早く，その範囲も広く，発病程度

が激しくなる（第４表）．

４．温度が発病におよぼす影響

この病気が発病する温度の範囲は16°Ｃから32°Ｃであ

る．１６°Ｃにおいては発病率も低いが，病はんは接種点

第４表温度が発病におよぼす影響

1２ 1６ 3２ 3６2０ 2４ 2８
発内Yｈ

|とに
発病率（％） 4０ 9０ 1００１１００１８０ ０

悪JFiTFzrl-発病程度 ＋十十

ように考える．

今回の実験から，この菌はパインアップル葉の表皮組

織のやわらかい白色部では容易に発芽，生長，侵入して

発病するが，緑色部では表皮組織が堅いので発芽管の生

長や侵入が妨げられ，そのために発病しないのではない

かと考察される．

この病気の発病温度の範囲は16°Ｃから32°Ｃであり，

最適温度は24°Ｃから28°Ｃの間にある．

Ｖ摘要

１．この報文は，石垣島の伊原間で採集したパインア

ップルしんぐされ病菌を使用して，パインアップル葉の

基部の白色部と他の着色部（淡黄色，黄緑色，緑色）に

おける遊走子の発芽，生長，侵入，発病に関する実験

と，温度と発病に関する実験の結果をまとめたものであ

る．

２．遊走子は，緑色部においては大部分が発芽後直ち

に附着器を形成し，発芽管が生長せず，また組織への侵

入もみられないのに対し，白色部においては発芽管が急

速に生長し，葉組織内への侵入も多い．

３．接種後白色部ではすべて発病するが，他の着色部

では全然発病しない．ただし緑色部に傷をつけて接種す

ると発病する．

４．今回の実験から，この病菌は表皮組織の柔らかい

白色部では容易に侵入して発病するが，緑色部では表皮

が堅いので発芽管の侵入が妨げられるので発病しないの

ではないかと考えられる．

５．この病気の発病温度の範囲は16°Ｃから32°Ｃであ

り，発病最適温度は24°Ｃから28°Ｃの間にある，

Ⅳ考察

パインアップルしんぐされ病が，畑においてパインア

ップルのしん部など若い部分に多く発病し，緑色部にみ

られないことから，葉上における遊走子の発芽，生長，

侵入，発病部位，さらには発病と温度の関係について実

験を試みた．その結果，葉の白色部と緑色部において大

きな簔異のあることがわかった．

遊走子は，パインアヅプル葉上において接種後30分か

ら発芽しはじめ，２時間後には大部分が発芽する．緑色

部と白色部における発芽率は大差がない．しかし，発芽

管の形や生長にはいちじるしい差異がある．すなわち，

緑色部では発芽管が伸びない上に大部分が発芽後直ちに

附着器を形,文し，侵入もみられないのに対し，白色部で

は急速に伸長し，組織内への侵入も多く，発芽管の先が

あまｂ変化しないで侵入するものと，侵入前にわずかに

ふくれて附着器を形成して侵入するものとがある．

発病も，遊走子の発芽状況と同様に葉の部位によって

差がある．このことはもちろん侵入と密接な関係がある

のはいうまでもないパインアップルの葉は，基部が白

色で，先になるにしたがって淡黄色，黄緑色，緑色と変

色しているが，白色部に遊走子浮遊液を接種すると発

病するが，他の着色部では全然発病が認められない．ち

なみに，緑色部;こピンで傷をつけて接種すると発病する

ことがわかった．葉の着生位置によっても発病に差があ

ることがわかった．すなわち，白色部に接種した実験だ

が，頂葉から15葉まではほとんど発病し，第16葉から１８

葉までは発病が少なく，第19葉以下の老葉ではほとんど

発病しなかった．ただし16葉以下の葉では接種点がやや

淡黄色に変色しているのでこのような結果があらわれた
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ｏｆｌ６ｏＣａｎｄ３２ｏＣ，andtheoptimumtemperature

lyingbetween24oCand28oC・
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Thepaperreportstheresultsofinfection

testswithPhytophthoraheartrotofpineapple

plants･ＴｈｅｆｕｎｇｕｓｕｓｅｄｔｏｔｈｅｔｅｓｔｓｗａｓｃｏＵｅcted

inlshigakilsland・

Ｏｎｔｈｅｇｒｅｅｎｐａｒｔ（upperpart）ofpineapple

leglves，growthofgermtubesofinoculated

zoosporesislimittedinshort,andthemostofthe

tubespruduceappressoriaontheirtips・Ｔｈｅｙｄｏ

ｎｏｔｐｅｎｅｔｒａｔｅｔｏｔｈｅｌｅａｆｔｉｓsueonthegreenpart･

Ｏｎｔｈｅｗｈｉｔｅｐａｒｔ（ｌｏｗｅｒpart)，thegermtubes

growrapidly，andthemostofthetubespenetrate

tothetissue・Someofthetubesproduceappres‐

soriajustbeforethepenetration，

Although，ｔｈｅdiseasedevelopsonthewhite

part，ｉｔｄｏｅｓｎｏｔｄｅｖｅｌｏｐｏｎｔｈｅｐａｌｅｙｅＵｏｗ，

yellowishgreen，andgreenpartsoftheleaves・

Thediseaseattackstｏｔｈｅｗｈｉｔｅｐａｒｔｏｆｔｈｅ

ｌｅａｖｅｓｆｒｏｍｔｏｐｔｏｌ８ｔｈｌｔｄｏｅｓｎｏｔａｔｔａｃｋｔｏ

ｔｈｅｏｌｄerleaves

Thediseacedevelopsbetweenthetemperature
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写真説明

１から４は，パインアップル葉上における遊走子の発芽状況，温度は24°Ｃ

１．白色部，１時間後

２．白色部，２時間後

３．白色部，５時間後

４．緑色部，５時間後，（発芽直後にふくれて大きな附着器を形成している）

ａパインアップルしんぐされ病にかかった葉（右）と健全葉（左）


